














































　連弾は 18 世紀末から 19 世紀にかけて行われたピアノ
の改良と共に急速に発展した演奏形態である。1 台 4 手
で第一奏者 （伊：Primo） と第二奏者 （伊：Secondo） に
よって演奏されるピアノ二重奏が一般的であるが、3 人






















































































（Ferdinand Beyer 1806-1863）作曲の『バイエル ピアノ



























































































































































研究対象 :  こども教育宝仙大学「器楽演習（応用）」を受
講する学生 13 名（2 年生）









































内容： 秋学期中間試験前に授業回数は 7 回あり、連弾の





内容： 進度別に分けられた 4 クラス合同による連弾と合
奏の発表。
（4）授業実践総括
　表 2 に示したように、秋学期授業開始 3 回目より連弾
のレッスンを開始した。個人の進度によってペアによる
合同レッスンに移行するまでに多少の差異があったが、
基本的に初めの 2 回を個人パートのレッスン、残り 3 回
をペアによる合同レッスンとする見通しを定め実施し
た。レッスンは90分を人数で配分して行われ、自分の番






指導計画としては、連弾学習開始 1 回目から 2 回目は個
人パート毎に基本的な譜読み（音、テンポ、リズム等）
の確認を行い、課題曲の譜読みを完了させることを目標
























1  9 月 20 日 夏休みの宿題の発表（ピアノソロ 1 曲、子どもの歌弾き歌い 1 曲）ソロ課題の選定
2  9 月 27 日 連弾のペアと課題曲の選定、ソロ課題のレッスン
3 10 月 4 日 ソロ課題と連弾の個人レッスン（ 1 人あたり 15 分）
4 10 月 11 日 連弾の個人レッスン+アンサンブルレッスン、子どもの歌の合奏曲選定（ 2 曲）
5 10 月 18 日 連弾のアンサンブルレッスン（ 1 組 20 分から 25 分）合奏練習
6 10 月 25 日 連弾のアンサンブルレッスン（ 1 組 20 分から 25 分）、合奏練習
7 11 月 1 日 音楽演習室にてリハーサル、各レッスン室にて最終調整（連弾・子どもの歌の合奏）　　　
表2：調査対象者の秋学期中間試験における連弾の曲目
作曲家／編曲者 曲名 使用教材
J. パッヘルベル カノン 全音ピアノ連弾ピース
J. オッフェンバック 《天国と地獄》より 序曲 クラシック・ベスト・セレクション










中島みゆき 糸 発表会で弾きたい 2 人の日本の名曲選
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